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�
�
�
�
７
月　

日�
　

時
〜　

１０

１０

１３

時�
�
�
�
千
厩
支
所�
�
�
�

�
�
多
重
債
務
な
ど
の
消
費
者
問

題
、離
婚
・
契
約
・
相
続
な
ど
の
法

律
全
般�
�
�
�
�
弁
護
士
、信

用
生
協
一
関
相
談
セ
ン
タ
ー
職
員

※
前
日
の　

時
ま
で
に
予
約
く
だ

１７

さ
い
。

�
�
�
�
��
�
�
�
	
�


千

厩
支
所
市
民
課�
�
３
９
３
４

�
�
�
�
�
７
月
２
日�
　

時
〜

１３

�
　

日�
９
時
〜�
�
�
�
�
岩

１６
手
県
南
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー（
萩

荘
）��
�
�
弁
理
士
に
よ
る
無

料
相
談�
�
�
�
�
要
予
約
。相

談
は
一
人
当
た
り　

分
間

４０

�
�
�
�
��
�
�
	


�
�
�

岩
手
県
南
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー�

�
４
６
８
８

�
�
�
�
�
��
�
�
７
月
▼
７

日�
　

時　

分
〜　

時
・
一
関
学

１３

３０

１６

習
交
流
館（
赤
荻
幼
稚
園
裏
）▼
８

日�
９
時
〜　

時
・
本
庁
車
庫
▼

１６

９
日�
９
時
〜　

時
・
一
関
文
化

１６

セ
ン
タ
ー
▼　

日�
９
時
〜　

１０

１６

時
・　

日�
９
時
〜　

時
・
花
泉
支

１１

１２

所
正
面
玄
関
▼　

日�
　

時
〜　

１４

１３

１６

時
・
東
山
支
所
駐
車
場
▼　

日�
１５

９
時
〜　

時
・
大
東
勤
労
青
少
年

１６

ホ
ー
ム
前
▼　

日�
９
時
〜　

１６

１６

時
・
千
厩
支
所
駐
車
場
▼　

日�
１７

９
時
〜　

時
・
室
根
支
所
大
型
車

１６

庫
内
▼　

日�
９
時
〜　

時
・
川

１８

１２

崎
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー�
�
�

�
�
�
▼
商
店
で
使
用
す
る
取
引

用
の
は
か
り
▼
学
校
や
幼
稚
園
、

保
育
園
、病
院
な
ど
で
使
用
す
る

体
重
測
定
用
の
は
か
り
▼
薬
局
な

ど
で
薬
の
調
剤
に
使
用
す
る
は
か

り
―
な
ど�
�
�
�
�
�
��
は

か
り
、手
数
料

�
�
��
�
�
�
�
本
庁
商
業
観

光
課
商
業
係�
�
８
４
１
２

　

オ
ー
プ
ン
初
日
は
無
料
開
放
。

�
�
�
�
▼
７
月　

日�
〜
８
月

１２

　

日�
　

時
〜　

時
▼
８
月　

日

２４

１０

１９

２５

�
〜
９
月
７
日�
　

時
〜　

時�

１０

１７

�
�
�
�
▼
就
学
前　

円
▼
高
校

５０

生
以
下
１
０
０
円
▼
一
般
２
０
０

円
▼
高
校
生
以
下　

人
ま
で
７
５

３０

０
円（
一
人
増
す
ご
と
に　

円
）▼

２５

一
般　

人
ま
で
１
５
０
０
円（
一

３０

人
増
す
ご
と
に　

円
）��
�
�

５０

�
�
▼
小
学
３
年
以
下
は
保
護
者

な
ど
の
付
き
添
い
が
必
要
▼
小
学

生
以
下
は　

時　

分
ま
で
、中
学

１６

３０

生
は　

時
ま
で（
保
護
者
が
一
緒

１７

に
遊
泳
す
る
場
合
は　

時
ま
で
）

１９

▼
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
を
必
ず

着
用

�
�
��
�
�
�
�
�
一
関
市
体

育
協
会�
�
３
１
１
１
ま
た
は
一

関
水
泳
プ
ー
ル（
７
月　

日
〜
）�

１２

�
８
０
２
０

　

保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
土

地
で
の
立
木
の
伐
採
や
作
業
道
を

開
設
す
る
場
合
な
ど
は
、許
可
が

必
要
で
す
。

　

保
安
林
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確

認
や
手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、保
安
林
に
指
定
さ
れ
て

い
る
土
地
は
、公
共
工
事
な
ど
に

よ
る
場
合
を
除
き
、宅
地
や
耕
地

な
ど
他
の
土
地
に
転
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
く
だ
さ

い
。

�
�
��
�
�
�
�
県
南
広
域
振

興
局
一
関
総
合
支
局
林
務
課�
�

１
４
１
３

　

森
林（
森
林
法
第
５
条
に
基
づ

く
地
域
森
林
計
画
対
象
森
林
）に

お
い
て
、１�
を
超
え
る
開
発
行

為（
土
石
の
採
取
・
農
地
・
宅
地
・
事

業
場
な
ど
の
造
成
お
よ
び
廃
棄
物

な
ど
の
処
分
場
造
成
な
ど
、土
地

の
形
質
を
変
更
す
る
行
為
）を
行

お
う
と
す
る
場
合
は
、許
可
が
必

要
で
す
。

　

共
同
で
開
発
行
為
を
行
う
場
合

や
数
年
か
け
て
１�
を
超
え
る
場

合
に
も
許
可
が
必
要
で
す
。

�
�
��
�
�
�
�
本
庁
農
地
林

務
課
ま
た
は
県
南
広
域
振
興
局
一

関
総
合
支
局
林
務
課�
�
１
４
１

３
�
�
�
�
�
�
�
�
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お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
公
園
を

利
用
で
き
る
よ
う
、協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

�
�
��
�
�
�
�
本
庁
都
市
計

画
課
公
園
緑
地
係

　

市
道
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
か
ら

の
連
絡
が
、危
険
個
所
の
解
消
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、市
道
を
安
全
に
通
行

で
き
る
よ
う
、定
期
的
に
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
て
適
切
な

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
が
、日
常

道
路
を
通
行
中
、危
な
い
と
思
わ

れ
る
個
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ

ひ
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
��
�
�
	


�
�
本

庁
維
持
課�
�
８
５
２
３
ま
た
は

各
支
所
建
設
課

�
�
�
�

�
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�
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�������������������

５
８
０

は
7
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の
１

年
間
で
す
。希
望
す
る
場
合
は
早

め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

�
�
��
�
�
�
�
本
庁
国
保
年

金
課
国
民
年
金
係
ま
た
は
各
支
所

市
民
課

　

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
る

被
害
の
た
め
、い
ち
の
せ
き
健
康

の
森
を
当
分
の
間
、臨
時
休
館
し

ま
す
。こ
の
間
、市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
文
化
課
内
に
臨
時
事
務
所

を
設
置
し
ま
す
。

�
�
��
�
�
�
�
同
臨
時
事
務

所（
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文

化
課
内
）��
６
５
９
４�
�
６

　

所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
で
、

経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
に
は
、本
人
の
申
請
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
免

除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。前
年

度
の
所
得
金
額
が
家
族
構
成
な
ど

に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
額
を
下

回
る
場
合
に
免
除
さ
れ
ま
す
。免

除
申
請
に
は
全
額
免
除
と
一
部
免

除
が
あ
り
、一
部
免
除
は
毎
月
決

め
ら
れ
た
保
険
料
を
納
付
し
な
い

と
未
納
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、　

歳
未
満
で
、家
族
の
所

３０

得
に
よ
り
免
除
を
受
け
ら
れ
な
い

人
で
も
、本
人
と
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
以
下
で
あ
れ
ば
、申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予（
先

延
ば
し
）さ
れ
る
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
、病

気
や
事
故
に
よ
る
障
害
や
死
亡
の

際
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
給
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、免
除
や
猶
予
の
承
認

を
受
け
て
い
る
期
間
は
未
納
の
扱

い
と
は
な
ら
ず
、万
一
の
時
に
も

安
心
で
す
。免
除
や
猶
予
を
受
け

た
保
険
料
は
、承
認
か
ら　

年
以

１０

内
に
納
付
す
れ
ば
、将
来
の
老
齢

年
金
の
受
給
額
を
満
額
に
す
る
こ

と
も
可
能
で
す（
た
だ
し
、２
年
以

上
経
過
後
は
保
険
料
に
一
定
の
加

算
が
あ
り
ま
す
）。免
除
対
象
期
間
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